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マルコによる福音書9章2節から10章45節までの概略  
この箇所は、イエス・キリストの権威あるわざと教えを通じて、十字架と復活の意義を強調し、弟子たちや
読者に対して信仰の成熟と神の国への理解を促す重要なセクションです。以下に、その構造と内容をわかり
やすくまとめます。

1. 9:2-29 権威あるわざ（エリヤの奇跡）

イエスの超自然的な権威が示される出来事が描かれています。

9:2-13 復活の栄光 イエスが山の上で変貌し、モーセとエリヤが現れます。この出来事は、イエスの神
聖な栄光と神の国の到来を示しています。弟子たち（ペトロ、ヤコブ、ヨハネ）はこの光景に驚き、イ
エスの本質を垣間見ます。
9:14-29 律法学者との論争：悪霊を追い出す イエスが下山すると、悪霊に取りつかれた少年を癒しま
す。弟子たちが癒せなかったこの悪霊をイエスが追い出し、信仰と祈りの重要性を教えています。律法
学者との対比で、イエスの権威が際立ちます。

2. 9:30-50 十字架の教え

イエスの死と復活が予告され、弟子たちに神の国の価値観が説かれます。

9:30-32 十字架と3日目 イエスが二度目の死と復活の予告を行います。しかし、弟子たちはこの意味を
理解できず、恐れて質問しません。
9:33-35 偉くなりたいなら仕える者になれ 弟子たちが「誰が一番偉いか」と議論する中、イエスは「偉
くなりたい者は皆に仕える者になれ」と教え、世の価値観とは異なる神の国の原則を示します。
9:36-50 幼子のような信仰、神の国、地獄 幼子を例に挙げ、純粋な信仰が神の国に入る条件であると説
きます。また、つまずきを避け、塩のように影響力を保つよう弟子たちに警告します。

3. 10:1-31 権威ある教え（モーセの律法）

イエスの教えが律法の解釈や神の国の条件に焦点を当てています。

10:1-12 パリサイ人との議論：離婚状 パリサイ人が離婚について質問し、イエスはモーセの律法を引用
しつつ、神の創造の意図（結婚の一体性）を強調します。
10:13-31 幼子のような信仰、神の国、永遠の命 幼子を祝福し、「神の国は幼子のような者のもの」と
教えます。また、富める若者に「全てを捨てて従え」と語り、富が信仰の妨げとなる危険性を示しま
す。永遠の命は神の恵みによることが強調されます。

4. 10:32-45 十字架のわざ

再び十字架と復活が予告され、仕える姿勢が弟子たちに求められます。
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10:32-34 十字架と3日目 三度目の死と復活の予告です。イエスはエルサレムに向かい、具体的に苦難と
復活を予言します。
10:35-41 復活の栄光の座 ヤコブとヨハネが「あなたの栄光の座に座りたい」と願いますが、イエスは
苦難の杯を飲む覚悟を問います。他の弟子たちの反発も描かれます。
10:42-45 偉くなりたいなら仕える者になれ イエスは再び「仕える者となること」を強調し、「人の子
は仕えられず仕えるために来た」と自身の使命を明示します。

補足：なぜ9:2-10:45がひとつのまとまりなのか

マルコ9:2-10:45は、8:27-10:52という大きな枠組みの中で、イエスの死と復活に向けた準備と教えの中核を
成しています。このセクションは、6:14-8:26と並行する構造を持ち、出だしと終わりに類似性が見られま
す。

6:14-8:26の構造
6:14-29：ヨハネの死（預言者の苦難）
8:22-26：盲人の目が開く（啓示のしるし）

8:27-10:52の構造
8:27-9:1：イエスの死の予告（苦難のメシア像）
10:46-52：盲人バルティマイの目が開く（信仰による啓示）

9:2-10:45は、この枠組みの中で、イエスの権威あるわざと教えが交互に配置され、十字架と復活のテーマが
繰り返し強調されています。弟子たちの誤解や成長も描かれ、信仰の成熟を促すメッセージが一貫していま
す。

結論

マルコ9:2-10:45は、イエスの変貌や奇跡（権威あるわざ）、死と復活の予告（十字架の教え）、律法の解釈
（権威ある教え）、そして仕える使命（十字架のわざ）を通じて、神の国の本質と弟子としての生き方を示
す重要な部分です。この構造的なまとまりは、読者に信仰の深化と神への従順を呼びかけています。

2025-05-04

2 / 2


	Kanno Kazuhiko / Grok 3 Think 2025.5.2
	マルコによる福音書9章2節から10章45節までの概略

